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ビデオを見て感じたこと 

• “平成の合併”は、自分たちの地域と、どう向き合
うかを問いかけていた。全国への分散避難の中
で、きずなとコミュニティと、どう向き合っていくの
かについては、外圧（インパクト）の種類は違って
も、学べることはあるのだということ 

• 大学生や専門家たちの知恵を借りて、まちづくり
を実践している姿が印象的 

• 達人塾に参加し、生き生きと自らのアイデアと事
業化プランを発表している“やる気と熱気”を感じ
た。 

• 行政主導から住民主体へ、発想の転換が必要で
はないかな・・・と感じました。 



かっては双葉町にも 



かつて、ふるさとでは・・・ 







幻に終わった総合計画立案過程で実施された住民意向調査結果より 





同時期に総合計画を立てスタートした福井県高浜町の成功 

事例：福井県高浜町（心癒博）・・・ 行政主導から町民主体へ⇒知恵を出し合う場づくり



事例：福井県高浜町（心癒博）・・・ まち歩き・田舎体験ガイドツアー、

心癒（いなか）の宿づくり

【認定基準】
① 町内の旅館及び民宿業の資格を有する宿
② 地産地消や郷土料理など地域の特色を

いかした食事を提供できる宿
③ まち歩き・田舎体験と連携できる宿
④ 実行委員会の主催する講座を受講した宿



事例：福井県高浜町（心癒博）・・・ 生き生きとまちを案内するガイドの誕生



思いを声に

（まちづくり交流
ワイワイ市場にて
発表交流する）

事例：福井県高浜町（心癒博）・・・ 人材育成が重要⇒自分から出発⇒思いを形と声に

“思う・・・”の

段階

“自分として
どうするか”の

段階

“まち・地域の課題”

思いを形に
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きずな・コミュニティ関係の事例紹介 

所在地 活動団体・グループ 

大熊町 
會空（あいくー；会津木綿のクマのぬいぐるみ製作） 

あつまっか大熊 
（心と心のふれあいを大切にし何でも語り合える場づくり、イベント企画） 

浪江町 

まちづくりNPO新町なみえ（民間の力によるコミュニティ創出、
借上自治会と連携したサロン運営など） 

なみえ焼きそば（町商工会青年部が中心となった“浪江焼麺太国
なみえやきそばたいこく”の活動） 

富岡町・川内村 
富岡町 

おだがいさまセンター 
（社協を中心にボランティア・各種団体グループの活動の場づくり） 

ＮＰＯとみおか子ども未来ネットワーク 
（タウンミーティング事業、学習支援事業など） 

白河市 NPOカルチャーネットワーク（各種団体・企業・行政・学校・個
人を結ぶ情報発信基地をつくり、交流のきっかけとする） 

あぶくま地域 
かーちゃんの力プロジェクト 
（女性農業者の知恵を生かす場をつくり、おふくろの味を提供販売） 

宮城県釜石市 釜石よいさ実行委員会（途絶えていた夏の風物詩祭りの復活） 



一方行政側も 

町の全役場職員を対象とした調査結果は驚くべき結果 
 
→ うつ病と判断された職員が２１％ 

震災時から勤務を続ける職員２５％、 
 
自殺の危険がある職員が９％ 

  
 通常はうつ病になった割合は１～２％ 

福島県立医科大学の 
昨年１０月のメンタルヘルス調査結果より 



「惨事ストレス」とは・・・ 
救援者としての自治体職員、看護師、保健師、ケアマネ、介護福
祉士等の福祉施設職員など、専門的技術を持って、被災者の相談
にのりながら心をケアし、被災者に寄り添って、解決に当たる人
たちが、その活動の悲惨さ・解決方法の見えない状況が日々続く
中で、極度のストレスを抱えて苦しむ、そして自殺やうつ病など
の悲惨な目に自らがあってしまう 

圧倒的にマンパワーが解消されない中で 
起きていること 
                
         →「惨事ストレス」 



・マンパワーの確保として考えられるのは、以下の諸点 
 1)国・県・他自治体等からの派遣→数名は来ておられる 
    （３か月、６か月、１年以上など） 
 2)人材募集 
    （職員募集：保健師、ケアマネ、文化財関係の学芸員など） 
 3)人材派遣事業の活用（総務省事業、復興庁事業など） 
 4)コンサルタント等への外部委託 
 5)若手人材の育成 
・不足している理由は、３段重ねの業務量 

通常業務 ＋ 被災者対応業務 ＋ 新規業務 



大事なこと① 
町民等と行政との“協働復興” 

★協働する相手はさまざま 
 ＮＰＯ、ボランティア、 
 全国の被災地支援グループ 
 専門家・学者 
 大学・学生 
 企業、公益財団などなど 

★ポイントは？ 
互いをつなぎ動かすこと（人づくり） 
それを持続できる仕組み（場づくり） 



②自助・共助・公助の精神 



きずな・コミュニティの大事さを 
あらためて痛感した双葉町民だからこそ 
“自分たちでも、できることはあるはず” 

• 第１のふるさと、第２のふるさと、いずれにしても“わがふるさと” 

• 事例はあくまで“ヒント”、あとは“自分たちの状況から考え工夫”する 

• 「３Ｋ」から“新しい３Ｋ”へ 

       （苦しい、悲しい、国策の責任  → 工夫、語り合う、協働・協力） 

• 人が生きている以上、災害や悲劇は突然やってくる 

• 役場にも限界がある 

• 「町民の自主性の発揮による活動が基本で、「行政は黒子」に徹する 

• 「行政依存」から「町民の自主性・主体性の発揮」へ 

• 一つ加えるとすれば、「切り替える」の“Ｋ” 

 

世界的にも最も困難な町で、 
“立ち上がった”町、“立ち直った”町として記憶 

 

 

 

 


